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1 局所コンパクト群上の不変測度

局所コンパクト群上には群の作用で不変な測度 (Haar 測度) が存在する. Haar 測度は位相群上の関数

に Banach∗-環の構造を定め, 位相群のユニタリ表現と Banach∗-環の ∗-表現との関係を与える. さらには,

Fourier変換を局所コンパクト Abel群上に拡張することができる. このとき, 位相群の Haar測度にたいし

て双対群である指標群の Haar測度が定まる.

代数的な性質と位相的な性質とを併せ持つ位相群を Haar測度を用いて解析していきたいと思う.

2 講演内容

本講演では位相群の双対定理・表現について考察していく.特に局所コンパクト群上の表現に焦点を当て

ていく. はじめに, 位相群の双対定理についての概要を紹介する. 前半は局所コンパクト群上の Haar測度

と位相群の表現, Banach∗‐環と位相群との関係 , 局所コンパクト群上の表現の一般論について触れていく.

ここでは十分多くの表現があること, 群と環とのつながりを理解することを目標とする. 後半は局所コンパ

クト Abel群上の Fourier解析について話す. Stone, Bochner, Planchrelの 3つの定理を目標とする. 最後

に Fourier変換の作用の双対性と物理について簡単に紹介する.

特に前提知識は仮定しない. 本講演の構成が完全列をなすように心がける.
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